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秋
田
大
学
は
平
成
28
年
５
月

１
日
現
在
で
29
ヶ
国
・
地
域
57
大

学
と
学
生
交
換
に
関
す
る
大
学

間
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。こ
の

協
定
に
基
づ
き
、「
秋
田
大
学
派

遣
交
換
留
学
制
度
」を
実
施
し
て

お
り
、秋
田
大
学
に
在
籍
し
た
ま

ま
海
外
の
協
定
校
へ
１
年
以
内
の

短
期
留
学
を
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

交
換
留
学
に
は
、
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
派
遣
先
大
学
の
授
業
料
免
除

（
秋
田
大
学
に
授
業
料
を
納
入
）

②
各
自
の
専
門
や
希
望
に
応
じ

て
、派
遣
先
大
学
の
専
門
科
目
が

履
修
可
能

③
留
学
中
に
取
得
し
た
単
位
が
、秋

田
大
学
で
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

④
留
学
手
続
き
を
大
学
が
サ
ポ
ー
ト

⑤
要
件
を
満
た
せ
ば
、秋
田
大
学

学
生
海
外
派
遣
支
援
事
業（
渡
航

費
援
助
）に
応
募
が
可
能

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、海

外
留
学
を
考
え
て
い
る
学
生
を

対
象
に
年
２
回
、「
海
外
留
学
説

明
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
秋

田
大
学
派
遣
交
換
留
学
制
度
の

説
明
、協
定
校
紹
介
、先
輩
に
よ

る
留
学
体
験
発
表
の
ほ
か
、
海

外
短
期
研
修
や
官
民
協
働
留
学

支
援
制
度「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

JA
PA

N

」に
つ
い
て
の
情
報
な

ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。予
約
不

要
で
す
の
で
気
軽
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。で
き
る
だ
け
早

い
時
期
か
ら
留
学
に
関
す
る
情

報
収
集
や
語
学
試
験
の
対
策
を

始
め
る
こ
と
が
、留
学
を
成
功
さ

せ
る
鍵
で
す
。海
外
の
協
定
校
に

よ
っ
て
はT

O
EFL

な
ど
語
学
力

条
件
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
大
学

も
多
く
、留
学
資
金
、大
学
で
の

履
修
計
画
や
就
職
活
動
の
開
始

時
期
の
調
整
も
必
要
で
す
。皆
さ

ん
の
留
学
の
実
現
に
向
け
て
、国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
・
国
際
課
で
は

随
時
留
学
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、留
学
に
興
味
の
あ

る
方
は
、気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

海　外　留　学

留 学 Q & A

留学期間はどのくらいですか？

　秋田大学派遣交換留学制度では、１学期から１年間の留学が可能
です。留学の資金面や履修計画等の都合により長期留学することが
難しい場合は、短期の留学も可能です。

留学をするためには、
いつから準備を始めるとよいですか？

　受け入れの条件として、ほとんどの協定校がTOEFLやIELTSなどの
スコアを要求しています。秋田大学派遣交換留学制度を利用する場合
は、応募締切までに条件を満たすスコアと書類を提出できるよう、計
画的に学習・受験するようにしてください。TOEFLの日程・応募につい
ては、秋田大学生活協同組合キャリアステーションでも確認すること
が可能です。
※平成28年度における応募締切 ： 平成28年５月下旬（平成29年１～３月留学開始）
　　　　　　　　　　　　　　　  平成28年11月下旬（平成29年度留学開始）

どのような奨学金制度がありますか？
　「秋田大学学生海外派遣支援事業」の他に、「トビタテ！留学JAPAN
日本代表プログラム」などの外部の奨学金制度へ応募することで、手
厚い奨学金給付を受けるチャンスもあります。

短期の語学留学を検討しています。
具体的にどのような留学がありますか？

　国際交流センター・国際課では、カナダ・ビクトリア大学英語セン
ターでの語学研修を案内しています。教養基礎教育科目「海外短期研
修」として授業化しており、後期終了後に２単位が認定されます（ただ
し、事前・事後研修あり）。この他にも、外部団体主催の様々な短期プ
ログラムを案内しています。

海外留学説明会、
先輩学生による留学体験発表

海外留学
留学制度や支援体制を紹介

特
集

留学フェア2016

北米地域との青少年交流事業
「KAKEHASHI Project 2015（外務省で実施）」に
参加した学生たち

　国際交流センターは平成 28 年５月16 日
と 17 日、海外留学を希望する学生する学
生を対象とした「留学フェア 2016」を開催
しました。
　交換留学生として秋田大学で学ぶ外国人
留学生と交換留学生制度を利用した日本人
学生が秋田大学の協定校を紹介しました。
　グリフィス大学（オーストラリア）からの
交換留学生であるフィリップス マシュー ド
ナルドさんをはじめ、ブカレスト大学（ルー
マニア）、ハンバット大学（韓国）、マラヤ大
学（マレーシア）の交換留学生たちが出身
大学を紹介しました。

交換留学生が出身大学を紹介

2



Aprire No.52 | 2016.07. 海　外　留　学

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
交
換
留

学
を
通
し
て
私
が
体
験
し
て
き
た

こ
と
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

　

協
定
校
の
グ
リ
フ
ィ
ス
大
学
で

は
、以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
観

光
学
・
ホ
テ
ル
経
営
学
を
中
心
に

ビ
ジ
ネ
ス
の
こ
と
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。観
光
産
業
が
盛
ん

な
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
優
秀
な
教
授
が
揃
っ
て

い
て
、
と
て
も
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
授
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
と
て
も

親
し
み
や
す
く
、日
本
人
よ
り
も

個
々
の
距
離
が
近
い
で
す
が
、そ

れ
で
も
お
互
い
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
尊
重
す
る
心
が
根
付
い
て
お

り
、私
に
は
そ
れ
が
と
て
も
丁
度

よ
く
感
じ
ま
し
た
。多
民
族
国
家

と
い
う
こ
と
も
あ
り
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
人
の
英
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
だ

け
で
な
く
、イ
ン
ド
人
、イ
ギ
リ
ス

人
、北
欧
系
の
ア
ク
セ
ン
ト
な
ど
、

世
界
中
の
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
ア
ク

セ
ン
ト
を
日
常
的
に
耳
に
す
る
こ

と
が
で
き
、と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

留
学
前
は
楽
し
み
半
分
、
不

安
半
分
と
い
っ
た
気
持
ち
で
し
た

が
、留
学
し
て
み
る
と
全
て
が
真

新
し
く
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
好

奇
心
が
そ
そ
ら
れ
る
経
験
に
満

ち
あ
ふ
れ
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
一
人
の
力
で

は
成
し
得
な
か
っ
た
こ
の
交
換
留

学
。ご
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
秋

田
大
学
の
皆
さ
ん
や
家
族
、友
達

に
は
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。今
で
は
私
に
と
っ
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
か
け
が
え

の
な
い
国
で
あ
り
、卒
業
後
に
は

ま
た
戻
っ
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を

積
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
ト・ク
ラ

ウ
ド
州
立
大
学
で
1
年
間
交
換

留
学
を
し
ま
し
た
。海
外
で
の
長

期
滞
在
が
初
め
て
で
あ
っ
た
私
に

と
っ
て
全
て
の
こ
と
が
新
鮮
で
、ま

た
挑
戦
の
連
続
で
し
た
。
色
々
な

こ
と
に
つ
い
て
考
え
、そ
し
て
感

じ
、精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

留
学
中
は
、
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
あ
る
寮
で
現
地
の
学
生
と

ル
ー
ム
シ
ェ
ア
を
し
て
い
ま
し
た
。

学
食
や
ジ
ム
、映
画
館
な
ど
学
内

の
施
設
が
充
実
し
て
い
た
た
め
、

平
日
は
多
く
の
時
間
を
キ
ャ
ン
パ

ス
内
で
過
ご
し
ま
し
た
。週
末
は

友
人
の
家
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
た

り
、車
で
遊
び
に
出
か
け
た
り
し

ま
し
た
。

　

留
学
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、専

攻
分
野
で
あ
る
英
語
教
育
を
学

ぶ
こ
と
は
私
に
と
っ
て
一
つ
の
大

き
な
目
的
で
し
た
。そ
の
こ
と
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
な
ど
に
も

度
々
口
に
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、授
業
だ
け
で
な
く
現
地
で
の

実
地
研
修
や
学
会
へ
の
参
加
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
、専
攻
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
様
々

な
経
験
に
も
恵
ま
れ
、留
学
し
た

か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
学
び
も
多
々

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、私
はJP N

etw
ork 

と

い
う
日
本
に
興
味

が
あ
る
外
国
人
学

生
で
構
成
さ
れ
て

い
る
学
生
団
体
に

所
属
し
て
い
た
の

で
、日
本
の
こ
と
を

知
り
た
い
と
い
う

方
々
に
た
く
さ
ん

出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。日
本
人

と
し
て
文
化
や
日

本
語
を
教
え
た
り
す
る
こ
と
で
、

日
本
に
つ
い
て
違
っ
た
目
線
か
ら

考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
素
晴
ら
し
い
一
年

間
を
、自
分
の
中
だ
け
で
た
だ
の

思
い
出
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、今
後
も
新
た
な
目

標
を
持
ち
、こ
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
自
分
の
人
生
を
歩
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

留 学 体 験 談

教育文化学部国際言語文化課程４年次　
佐 藤　華 奈

教育文化学部国際言語文化課程４年次　
山 﨑　達 也

サマーキャンプ

ミネソタ州庁彫刻

サーファーズパラダイスビーチカルチャーイベント

ゴールドコーストで行われた
カラーラン

セント・クラウド州立大学●

●グリフィス大学

●ガジャマダ大学

ボツワナ国際科学技術大学●
ボツワナ大学●

●●エドゥアルド・モンドラーネ大学
●ヴィッツウォーターズランド大学

●ラップランド
　応用科学大学　 

ルレオ工科大学●

●嘉興学院

●龍華科技大学

●フィリピン大学
◆明新科技大学工学院

◆ハサヌディン大学工学部

◆オークランド工科大学
　デザイン創造学部

◆同濟大学

●国立ハンバット大学校
●円光大学校
●国立江原大学校

モンタナ鉱物理工科大学◆

ミズーリ科学技術大学●

サンチアゴ大学●

●大連民族大学
●中国医科大学

●吉林大学
●黒龍江大学

●北華大学

●東北大学
●遼寧工程技術大学モンゴル科学技術大学●

新彊医科大学●
蘭州大学●

長安大学●

東華大学●

中南大学●

チェンマイ大学●

チュラロンコン大学●
マラヤ大学●

ハノイ工科大学●
王立ブータン大学●

ハノイ交通・通信大学●

インド工科大学●
マドラス校　ケニヤッタ大学●

フェラーラ大学●

ヤンゴン大学●

VIT大学●

ザンビア大学◆
鉱山学部・工学部　

●バンドン工科大学
●トリサクテイ大学

スファックス大学◆
　 工学部　

蘭州大学附属◆
　第一病院　

トゥエンテ大学●

●ブカレスト大学

●フライベルク工科大学

リール大学◆
　医学部 　

●カリアリ大学

●
ハイファ大学

●ベラルーシ医科大学
華中科技大学同済医学院●

◆清華大学精密儀器与機械学系・化学系　
◆中国衛生部北京医院

●大学間協定　◆部局間協定

モンゴル国立教育大学●
新モンゴル学園●

モンゴル民族大学●

東カザフスタン工科大学●

●スラナリー工科大学

●
ニューファンドランド
メモリアル大学

シンガポール国立大学看護学部◆
カーティン大学

国 際 交 流 協 定 校

America Australia

秋田大学は、大学間協定29ヶ国・地域57
大学、部局間協定9ヶ国・地域16学部等と
国際交流に関する協定を締結しています。

（平成28年度5月1日現在）

クリスマスのブリスベン
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　私はブイウレツ ユリアと申します。ルーマニアから来た留学生です。
ルーマニアにあるブカレスト大学言語学部日本語学科の３年次の
学生です。
　ブカレスト大学は１８６４年に
設立されました。ブカレスト大学
は様 な々学部があります。例えば、
言語学部、数学部、工科学部、法
学部、歴史学部、経済学部、政治
学部などがあります。
　言語学部で色 な々外国語を学ぶことができます。日本語、英語、フ
ランス語、ドイツ語、イタリア語、スペイン語、中国語、韓国語、ヒンディー
語まで勉強することができます。外国語の授業では外国人の教員
がいるため、効率的に外国語を勉強することができると思います。
　私は日本語学科の学生ですので、少し日本語学科の説明をした
いと思います。
　日本語学科では２つのイベントがあります。「日本の夜」と「道開
き」です。「日本の夜」は大学で行われていて、「道開き」は植物園で
行われています。これらのイベントが一年１回行われています。浴衣
を着たり、寿司を食べたり、カラオケ、書道、メードカフェなどを体験す
ることができます。このイベントではクラブ活動に合わせて学生と先
生が協力して日本文化を紹介します。

　ブカレスト大学の寮に住んでいました。二人部屋でしたので同じ
部屋の学生とは仲良くなり楽しく過ごしました。私は毎週末、両親か
ら1週間分の料理と生活費を受け取るために、電車で実家に帰ってい
ますが、たまに友達と一緒に大学の食堂へ食事に行くこともありました。
ブカレストで1ヵ月間の生活費は日本の約５０，０００円くらいとなります。
　秋田での留学は本当に楽しいと思います。日本語を楽しく勉強し、
色 な々ところを旅行することで、日本文化をもっと理解することがで

きると感じています。ホストファミリーと
いうプログラムに申し込んで毎月ホス
トファミリーのお父さんとお母さんに会
い、伝統的な料理を作ることや旅行な
どは貴重な経験になっています。
　また、日本に来て日本語を勉強する
ことは素敵な機会だと思います。

My name i s V iu le t Iu l ia 
a n d I a m a n e x c h a n g e 
student from Romania. In 
Romania I am third year 
s t u d e n t o f B u c h a r e s t 
U n i v e r s i t y , Fa c u l t y o f 
Fore ign Languages and 
Literatures, Japanese and 
English section.
Univers i t y o f Bucharest was establ ished in 1864 and i t has 
dif ferent faculties, such as: Foreign Languages and Literatures, 
Mathematics, Engineering, Law, History, Economics, Politics.
In the Faculty of Foreign Languages and Literatures one can study 
various languages such as: Japanese, English, Korean, Spanish, 
Ital ian, Korean, Hindi, Russian, German. Most of the foreign 
language classes have foreign teachers thanks to whom foreign 
languages are much easier to learn.
The Japanese section has two main events: Japanese Cultural 
Night and Michi Biraki (Open Road). The Japanese Cultural Night 
is held at the university, while Michi Biraki is held at the Botanical 
garden. These events are held each one once a year and there 
the club activities are combined and with the cooperation of 
teachers and students Japanese culture is being introduced. At 
these events one can try interesting things such as: maid cafe, 
karaoke, sushi, shodo, wearing yukata.

B a c k i n B u c ha re s t I u s e d t o 
l ive in one of the dormitories 
of Bucharest Universit y and I 
shared the room with another 
student, a girl whom I became 
close friends with. I used to go 
back to my hometown every weekend by train (1hour and a half) 
and my parents gave me food and money for the following week, 
but sometimes I would go with my friends to the cafeteria to eat 
lunch. The approximate amount of money one needs to live in 
Bucharest is 50,000 yen.
I think the time spent here, in Akita is very valuable, because I 
study Japanese language and I have a lot of fun by traveling to 
various places and I have the feeling that I can understand better 
the Japanese Culture. I also applied for the Host Family program, 
and I meet my host mother and my host father every month. 
Then, we cook traditional food, go in short trips and I think this is 
a really interesting and fun experience one can have.

留 学 生 紹 介 ブカレスト大学  言語学部日本語学科３年次　

ブイウレツ　ユリア

ブカレスト大学での大学生活について My life at Bucharest University

“The ALL ROOMs”で学内留学
　ALL ROOMsとは、秋田大学の「学内留学」空間です。学内に
いながら英会話力・英語力を身につけることのできる、海外の
橋渡しの役割を担う場所です。まず、ALL ROOMsは、「基礎力
→短期留学→応用力→長期留学→社会へ」というモデルを掲
げており、留学をしたい、英語力を身につけたいと思っている学
生たちのために、スムーズに、かつ効率的に、そして楽しく英語
力を習得できる仕組みを平成22年度に構築しました。どのよう
な仕組みになっているのでしょうか。まず、ALL ROOMsは、一

歩足を踏み入れたら英語オンリー、
公用語が英語です。そして、海外
留学に必要な専門的な語学力を
鍛えるための教材・パソコン完備
の個室も利用することができます。
ALL ROOMsを運営するのは、言

語習得専門の日本人教員、ネイティブ
外国人教員、そして外国人留学生を含
めた学生スタッフ10名です。日本人の
学生スタッフは、卒業までにTOEIC860
点超を標準とした、英語学習者の模範
生です。学生スタッフがシフトを組んで
常駐しているので、基本の英会話をみんなで楽しむことができる
ほか、TOEFL、TOEICなどのハイレベルな対策や留学の相談な
ど、多岐に渡り、友達感覚で相談することができます。また、花見、
クリスマスパーティー、English campなど、様々なイベントを楽し
みながら、英語を「学ぶ」のではなくツールとして「使って」英語力
を習得することができます。さらに、秋田大学では夏にカナダの短
期留学を実施しており、ALL ROOMsではそのための事前研修も
行っているので、初めて海外に挑戦したい人も安心して行くこと
ができます。実際、それをステップにしてさらにALL ROOMsで
英語力を高め、長期留学に挑戦する人も多いです。学生スタッフの皆さん

秋田大学での留学生活(左から4番目がブイウレツさん)

日本語学科でのイベント「道開き」

ブカレスト大学の学生寮周辺

ブカレスト大学の校舎

English campのワンシーン“Who am I?”

Romania
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①
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

就
職
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、

い
つ
の
時
期
に
ど
ん
な
準
備
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。多
く
の
学
生
を

対
象
に
就
職
活
動
の
仕
方
を
伝

え
る
構
成
に
な
っ
て
お
り
、こ
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
ヒ
ン
ト
に
学
生
が

自
ら
行
動
に
移
す
こ
と
を
促
し

ま
す
。

②
個
別
相
談
の
実
施

　

就
職
活
動
で
抱
え
る
課
題
は

学
生
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。実

際
に
行
動
を
通
し
て
見
え
て
き

た
課
題
を
整
理
し
、解
決
方
法
を

考
え
、ま
た
行
動
で
き
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

の
添
削
、個
別
・
集
団
面
接
練
習
、

模
擬
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
実
施
等
、学
生
の
就
職
活
動

の
進
み
具
合
に
合
わ
せ
対
応
し
て

い
ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

　

学
生
の
職
業
観
や
就
業
観
を

醸
成
す
る
た
め
、ご
協
力
い
た
だ

け
る
秋
田
県
内
企
業
や
地
方
自

治
体
等
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

希
望
す
る
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
実
施
。実
際
に
社
会
人
と
接
す

る
中
で
、働
く
こ
と
の
意
義
や
自

分
な
り
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

④
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー

　
企
業
合
同
説
明
会
の
開
催

　

早
期
か
ら
業
界
に
つ
い
て
理
解

す
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、ま

た
広
い
視
野
で
職
業
を
探
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。ま
た
本
学
の
学
生

を
採
用
し
た
い
企
業
と
学
生
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
に「
企
業
合
同
説
明
会
」も

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
文
化
学
部
で
は
、教
員
を

目
指
す
学
生
に
面
接
練
習
や
小

論
文
対
策
、各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
、実

技
試
験
対
策
等
を
行
う「
ス
タ
ー

ジ
ュ
」と
い
う
講
座
を
開
講
し
て
い

ま
す
。ま
た
、教
育
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
討
論
を
行
う「
教
職
自
主
ゼ

ミ
」で
は
、教
職
を
目
指
す
上
で
覚

え
て
お
く
べ
き
知
識
や
教
育
を
取

り
巻
く
基
本
的
な
方
針
等
に
つ
い

て
学
生
が
自
主
的
に
学
ぶ
機
会
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、春
と
秋
に
は
１
泊
２
日
の
研

修
型
キ
ャ
ン
プ
も
実
施
。平
成
28

年
度
で
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

近
年
の
人
物
重
視
選
考
に
対
応
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た

オ
ー
タ
ム
キ
ャ
ン
プ
は
、
主
に
学

部
3
年
次
・
大
学
院
1
年
次
を
対

象
と
し
、次
年
度
の
教
員
採
用
試

験
に
向
け
た
取
り
組
み
の
大
事

な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
内
の
他
大
学
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
、73
名
の
学
生
が
参

加
。教
育
の
課
題
や
求
め
ら
れ
る

教
師
像
に
つ
い
て
講
話
・
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て

学
び
、
模
擬
授
業
検
討
会
や
集

団
面
接
の
練
習
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。さ
ら
に
、教
員
採
用
試
験

を
突
破
し
た
22
名
の
先
輩
た
ち

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
と
し
て
参

加
し
、
模
擬
授
業
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
面
接
練
習
の
ア
ド

バ
イ
ス
等
を
行
い
、ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
に
立
っ
た
後
輩
た
ち
を
激
励

し
ま
し
た
。

　

教
員
と
い
う
同
じ
夢
に
向
か

う
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
は
、参

加
学
生
に
と
っ
て
良
い
刺
激
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。教
員
と
し
て

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と

出
会
う
日
の
た
め
に
、頑
張
る
学

生
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

今後の予定について
平成28年度も秋口からセミナーを開催する予定です。
企業の方は秋田大学公式ホームページで、学生の皆さんは学内掲示版等でご確認ください。

秋
田
大
学
の
就
職
支
援

　
秋
田
大
学
で
は
民
間
企
業
、公
務
員
、教
職
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
を
目
指
す
学
生

に
合
わ
せ
た
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。単
純
に
就
職
活
動
と
い
う
一
時
期

を
通
過
す
る
の
で
は
な
く
、学
生
が
就
職
活
動
を「
社
会
化
す
る
ス
テ
ッ
プ
」と

捉
え
、就
職
後
も
活
躍
す
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
・
公
務
員
を
目
指
す
学
生
へ
の
支
援

教
員
を
目
指
す
学
生
へ
の
支
援

業界研究セミナーとは？
　例年秋口から翌年の２月頃まで随時行っており、今後の就職活動を円
滑に行うために早期から業界への理解を深めてもらおうと開催している
セミナーです。

どのような業界が参加しているの？
　情報通信業、損害保険業、建設業、旅行業など様々な業界の方々にご
講演いただいています。
（平成27年度実績）13 業界、計22社にご協力いただきました。

セミナーではどのような話が聞けるの？
　はじめに各業界の概要をご説明いただきます。その後、フリートークの
時間を設けていますので、業界に対する質問や疑問を直接企業の方に聞
くことができ、より理解を深めることができます。

平成27年度に実施したスタージュのオータムキャンプに参加した学生と教育文化学部の教員

模擬授業 集団討論

業界の概要などをご講演いただきます。

就職ガイダンスを定期的に開催

個別面接練習の様子

就職推進課内は学生が気軽に相談などへ
来れるような雰囲気となっています。

秋田大学では就職推進課で就職支援活動を行っています。

フリートークでは学生たちの質問や
疑問について解説していただきます。

自分の知らない業界
の理解を深めること
ができました。

参 加 者の声

フリートークの時間で
気軽に質問すること
ができ、たくさんの疑
問を解決することが
できました。

各業界について知る
ことができてとてもお
もしろかったです。

業界の繋がりが分か
り、志望する業界の
視野が広がりました。
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私
の
専
門
は
日
本
語
教
育
学

で
す
。日
本
語
を
母
語
と
し
な
い

人
が
ど
う
や
っ
た
ら
効
率
的
に
日

本
語
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
考
え
、実
践
す
る
こ
と

で
す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
研
究
活
動
は

主
に
3
つ
あ
り
ま
す
。ま
ず
、茨

城
県
の
大
洗
町
に
住
む
日
系
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
中
学
生
と
そ
の

親
を
対
象
に
、日
本
の
高
校
に
進

学
す
る
た
め
の
情
報
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
と
日
本
語
で
提
供
す
る
と

い
う
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。日

系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
と
っ
て
日

本
語
と
い
う
言
語
が
障
壁
と
な
っ

て
十
分
な
進
学
情
報
が
得
ら
れ

な
い
と
い
う
環
境
を
改
善
し
、日

本
で
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
社
会

参
画
を
果
た
す
た
め
の
一
助
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、海
外
の
高
校
を
卒
業

し
て
か
ら
日
本
語
を
勉
強
し
、日

本
の
大
学
に
入
学
す
る
期
間（
日

本
留
学
予
備
教
育
機
関
）の
現
地

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調
査
を
、韓
国
・

ベ
ト
ナ
ム
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育

の
制
度
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
異
な

る
国
か
ら
の
学
生
が
日
本
の
大
学

に
円
滑
に
入
学
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、日
本
語
学
習
に
関
す

る
調
査
の
み
な
ら
ず
、
数
学
・
物

理
・
化
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
差

異
、母
語・日
本
語
に
関
わ
ら
な
い

論
理
的
思
考
力
の
養
成
、日
本
語

学
習
と
数
物
化
の「
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン（
協
働
）」の
方
法
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
研
究
対
象
は

「
多
読
」、
英
語
でExtensive 

Reading 

あ
る
い
はGraded 

Reading 

と
呼
ば
れ
る
外
国
語

学
習
法
で
す
。こ
の
学
習
方
法
に

は「
優
し
い
も
の
か
ら
読
む
」「
辞

書
を
引
か
な
い
」「
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
は
飛
ば
し
て
読
む
」、そ
し
て

「
進
ま
な
く
な
っ
た
ら
や
め
る
」と

い
う
4
つ
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

単
純
な
学
習
方
法
で
す
が
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日
本
語
教
室
、進
学

す
る
た
め
の
日
本
語
学
校
、大
学

な
ど
、
教
育
機
関
に
よ
っ
て「
多

読
」を
す
る
意
味
が
異
な
っ
て
い

ま
す
。目
下
、こ
の
違
い
に
関
心
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、英
語
で
は
多

く
の「
多
読
本
」が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
語
で
は
多
読
の
た
め
の
書
籍

は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
は
日
本
語
の
多
読
教
材

の
開
発
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
研
究
の
根
本
的
な
問

題
は
、「
世
界
の
物
事
の
起
源
」と

「
人
間
と
は
何
か
」と
い
う
問
い

に
行
き
着
く
と
言
わ
れ
ま
す
が

（
注
）こ
と
ば
を
観
察
す
る
こ
と

は
、
後
者
の
問
い
に
答
え
る
た
め

の
重
要
な
手
が
か
り
の一つ
で
す
。

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
使
用

し
て
い
る
こ
と
ば
に
は
、
人
が
自

ら
の
意
図
を
効
率
的
に
伝
え
る

た
め
に
積
み
重
ね
て
き
た
あ
ら
ゆ

る
努
力
と
創
意
工
夫
の
跡
が
、語

彙
体
系
と
し
て
、ま
た
は
構
造
と

し
て
表
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

私
は
、
日
本
語
母
語
話
者
の

会
話
場
面
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
た

デ
ー
タ
を
用
い
て
こ
と
ば
の
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。
書
か
れ
た
テ

キ
ス
ト
と
は
違
い
、
会
話
場
面
に

は
、ジ
ェス
チ
ャ
ー
、
顔
や
体
の
動

き
と
いっ
た
身
体
動
作
、
空
間
情

報
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
物
理

的
な
対
象
な
ど
、
様
々
な
情
報

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
撮
影
し

た
デ
ー
タ
は
図
の
よ
う
に
細
か
く

文
字
起
こ
し
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、私
た
ち
は
、こ
れ
ら
の
す
べ
て

の
情
報
を
同
時
に
使
って
伝
達
を

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
の

注
意
の
容
量
に
は
制
限
が
あ
る

た
め
で
す
。
こ
の
注
意
の
容
量
制

限
と
い
う
人
の
認
知
シ
ス
テ
ム
に

共
通
の
特
性
が
、こ
と
ば
の
設
計

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
普
段
私
た
ち
が
使
用
し
て

い
る
こ
と
ば（
少
な
く
と
も
、
話

し
言
葉
と
呼
ば
れ
る
運
用
の
言

語
）の
基
本
単
位
は
い
わ
ゆ
る
主

語
と
述
語
で
構
成
さ
れ
る「
文
」

で
は
な
く
、よ
り
小
さ
い
ユニッ
ト

で
あ
り
、
話
者
は
周
囲
の
状
況

と
会
話
相
手
の
注
意
の
状
態
を

モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
、
積
載
情
報

量
の
多
寡
に
基
づ
き
、ユニ
ッ
ト

を
構
成
す
る
要
素
を
選
択
し
ま

す
。
会
話
場
面
で
頻
繁
に
参
照

さ
れ
る
文
脈
情
報
は
、慣
習
化
さ

れ
、
構
成
要
素
に
コ
ー
ド
化
さ
れ

る
概
念
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、会
話
デ
ー
タ
が
示
す「
文
法
」

は
、私
た
ち
が
想
像
す
る
よ
り
も

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、日
々
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
密
接
し
た
も
の
な

の
で
す
。

　

会
話
を
止
め
て
今
自
分
が
発

し
た
こ
と
ば
に
注
意
を
向
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
ば
の
背

後
に
は
、
人
が
、
最
小
の
労
力
で

最
大
の
伝
達
効
果
を
得
よ
う
と

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
繰
り
返
し

き
た
膨
大
な
伝
達
場
面
の
積
み

重
ね
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現

在
の
私
た
ち
も
ま
た
、会
話
を
繰

り
返
す
中
で
常
に
そ
の
積
み
重

ね
に
寄
与
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

（
注
）石
黒
浩（
2
0
0
9
）『
ロ
ボ
ッ
ト
と
は
何
か

―
人
の
心
を
写
す
鏡
』講
談
社
現
代
新
書

言
葉
を
こ
え
た
日
本
語
教
育
の
実
践
と
研
究

こ
と
ば
に
秘
め
ら
れ
た
人
の
伝
達
の
歴
史

国際交流センター　助教

平田 未季
国際交流センター　助教

佐々木 良造

書籍などを利用した日本語講座の様子 【Sはスクリーンを見ているKの方に体を寄せて】
01  S:  ちょっと(.)み-見えないよね.= 
          【Kは顔を下げ手元の作業開始。
　　　　Sはスクリーンの側面図を指す。】
02  K:  =あの[:   ]【視線を下に】
03  S:       [あの-]あの赤いところ
                        ¦指さし        
04       (1.3) 【k視線あげる】
05  K:  あの_ (1.0)
          ¦顔を上げてスクリーンを見て指さし 
　　　 指さしは次の行まで維持
06  K:  側面からの:.
                    ¦指さしおろす
07       (1.8) 【Kは0.8経過したところで顔をあげて
　　　　　　 スクリーンを1.0見る】
08  K:  o見ながらo(0.4)【ブロックが落ちる音】
09  K:  o推測して(く) o
10       (0.9)

（図）
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小
学
校
時
代
か
ら
東
ア
ジ
ア

文
化
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、学
校
図
書
室
で
日
本

の
祭
り
の
図
鑑
を
み
て
、
な
か
な

か
楽
し
そ
う
だ
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
冬
が
好
き
で
、
特
に
札
幌
の

雪
祭
り
に
行
って
み
た
い
と
思
って

い
ま
し
た
。
学
生
の
時
、
ア
メ
リ

カ
の
中
学
・
高
校
で
欧
州
や
ア
メ

リ
カ
の
歴
史
は
沢
山
学
び
ま
し

た
が
、ア
ジ
ア
や
日
本
の
文
化
や

歴
史
な
ど
は
あ
ま
り
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ず
、
大
学
で
も
ア
ジ
ア
と

関
わ
る
授
業
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

た
め
、
興
味
の
あ
る
分
野
を
も
っ

と
深
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
４
年
の
就

職
活
動
中
に
日
本
の
英
会
話
塾

の
募
集
を
見
つ
け
、「
日
本
へ
行
く

ぞ
！
」と
決
め
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
大
阪
府
に
住
ん
で
お
り
、な
か

な
か
良
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、英
会
話
塾
の
経
験
は
期
待

に
比
べ
て
物
足
り
な
か
っ
た
た
め
、

帰
国
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

　

地
元
に
戻
っ
て
高
校
教
師
と

な
り
、「
世
界
文
学
」や「
米
文

学
」「
英
文
学
」な
ど
の
科
目
を

担
当
し
ま
し
た
。「
世
界
文
学
」

の
授
業
で
は
生
徒
に
日
本
文
学

も
少
し
教
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
源
氏
物
語
」の
抜
粋
、
松
尾
芭

蕉
や
小
林
一茶
が
句
作
し
た
俳
句
、

あ
と
は
阿
部
公
房
の「
砂
の
女
」

と
い
っ
た
小
説
な
ど
で
す
。
こ
の

経
験
を
通
し
て
、日
本
文
学
に
つ

い
て
さ
ら
に
知
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
、日
本
人
の
友
達

の
応
援
も
あ
り
、
日
本
文
学
を

勉
強
す
る
た
め
に
、コ
ロ
ラ
ド
州

に
あ
る
コ
ロ
ラ
ド
大
学
の
大
学
院

へ
入
学
し
ま
し
た
。
現
在
、
秋
田

大
学
で
は
１
・
2
年
次
の「
大
学

英
語
」と
い
う
科
目
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
授
業
以
外
の
時
間
に

は
、
日
本
文
化
や
文
学
を
研
究

し
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年
に
秋

田
大
学
の
国
際
交
流
協
定
校
で

あ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ハ
イ
フ
ァ
大
学

へ
行
き
、
国
際
ア
ジ
ア
研
究
学
会

で
東
北
文
学
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。2
0
1
5
年
に
は
英
国
の

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
室
町
時
代

の
文
学
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

今
年
は
英
訳
し
た
室
町
時
代
の

話
を
投
稿
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

私
は
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
、
小

さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た「
日
本

へ
行
く
」と
い
う
こ
と
を
実
現
さ

せ
ま
し
た
。
秋
田
大
学
に
も
、
私

と
同
じ
よ
う
に
海
外
へ
飛
び
出
し

た
い
と
い
う
夢
が
あ
る
学
生
も
い

る
と
思
い
ま
す
。
今
度
は
、
私
が

彼
ら
の
夢
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
精
一杯
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
を
し
た
こ

と
あ
る
人
？
」と
授
業
の
最
初
に

聞
く
と
、
多
く
の
新
入
生
が
手

を
挙
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
近
年
。

私
が
赴
任
し
た
7
年
前
は
、そ
の

半
分
程
度
で
し
た
。高
校
教
諭
の

一
年
目
、
模
試
の
直
後
に「
英
語

が
早
す
ぎ
て
聞
き
取
れ
な
い
。
分

か
ら
な
い
」と
嘆
い
て
い
る
生
徒
の

姿
を
何
度
も
目
に
し
、「
即
効
性

の
あ
る
魔
法
の
よ
う
な
教
授
法

は
な
い
の
か
」と
色
々
な
本
や
論

文
を
読
み
漁
り
、
出
会
っ
た
シ
ャ

ド
ー
イ
ン
グ
。
そ
れ
か
ら
数
々
の

研
究
を
重
ね
、よ
う
や
く
、
ど
う

や
っ
て
用
い
る
と
効
果
的
な
の
か

と
い
う
質
問
に
対
す
る
ま
と
ま
っ

た
答
え
が
見
つ
か
って
き
ま
し
た
。

　
「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
を
す
る
文

の
内
容
は
、
理
解
し
て
か
ら
練

習
す
る
こ
と
」「
可
能
で
あ
れ
ば

少
し
簡
単
な
も
の・
難
し
い
も
の

を
織
り
交
ぜ
て
練
習
す
る
こ
と
」

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
録
音
機

能
の
付
い
た
も
の
で
自
分
の
シ
ャ

ド
ー
イ
ン
グ
を
録
音
し
て
チ
ェッ
ク

す
る
こ
と
」「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
を

す
る
時
は
文
字
を
見
ず
に
音
だ

け
に
集
中
す
る
こ
と
」「
短
い
時

間
で
も
よ
い
の
で
頻
繁
に
行
う
こ

と
」「
完
璧
を
求
め
す
ぎ
ず
少
し

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
う
こ
と
」

　

と
こ
ろ
で
、シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
と

は「
聞
こ
え
て
き
た
音
声
を
少
し

遅
れ
て
そ
の
ま
ま
繰
り
返
す
こ

と
」で
す
。そ
の
た
め
、単
な
る
音

声
の
繰
り
返
し
作
業
と
誤
解
さ

れ
、認
知
度
の
低
い
シ
ャ
ド
ー
イ
ン

グ
に
つい
て「
単
な
る
オ
ウ
ム
返
し

で
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
」と
批

判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
は
、元
々
は
通
訳

の
訓
練
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
1
9
9
0
年
代
以

降
英
語
学
習
の
技
法
と
し
て
日

本
で
普
及
し
た
方
法
で
す
。
ま

だ
認
知
度
の
低
い
海
外
に
こ
の
方

法
を
広
め
る
こ
と
で
、き
っ
と
、同

じ
よ
う
に
リ
ス
ニ
ン
グ
に
苦
手
意

識
を
持
っ
て
い
る
英
語
学
習
者
が
、

英
語
が
得
意
に
な
っ
た
り
、
好
き

に
な
っ
た
り
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
な
想
い

か
ら
、
近
年
は
、
国
際
学
会
・
国

際
学
術
誌
・
洋
書
の
専
門
書
の
執

筆
を
通
し
て
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
に

つい
て
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
授
業
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
毎
年
様
々
な
学
生

と
出
会
い
、「
現
場
に
生
か
せ
る

研
究
」を
モッ
ト
ー
に
、自
分
の
研

究
を
生
か
し
て
授
業
を
し
て
い

く
と
い
う
幸
せ
を
日
々
感
じ
て
い

ま
す
。

「
日
本
へ
行
く
」と
い
う
夢
の
実
現 
～
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
～

シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ
と
私

教育推進総合センター　准教授

濱田 陽
教育推進総合センター　助教

Ben Grafström
ベン・グラフストロム

秋田大学竿燈会に所属し、お囃子で太鼓を担当
（前列の左側がベン助教）

30回の講義41名全出席の素晴らしい学生たちと
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４
月
６
日
、秋
田
県
民
会
館
で

平
成
28
年
度
秋
田
大
学
入
学
式

を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
入
学
者
は
、大
学

院
生
を
含
め
1
2
7
5
名
。内
訳

は
、国
際
資
源
学
部
1
2
3
名
、

教
育
文
化
学
部
2
2
1
名
、医
学

部
2
3
3
名
、理
工
学
部
4
1
8

名
、大
学
院
2
4
9
名
、学
部
編

入
31
名
で
し
た
。

　

式
で
は
、山
本
文
雄
学
長
が
告

辞
を
述
べ
、新
入
生
代
表
と
し
て

医
学
部
の
山
田
花
那（
か
な
）さ
ん

が「
秋
田
大
学
の
学
生
と
し
て
豊

か
な
教
養
と
高
度
な
学
術
の
習

得
に
勉
め
る
」と
宣
誓
を
行
い
ま

し
た
。
在
学
生
か
ら
は「
大
学
生

活
を
送
る
に
あ
た
っ
て
は
、様
々

な
人
達
と
の
出
会
い
や
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
、広
い
視
野
を
見

に
つ
け
、自
分
の
可
能
性
を
高
め

て
ほ
し
い
」と
歓
迎
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
終
了
後
の
会
場
外
で

は
、サ
ー
ク
ル
勧
誘
の
学
生
が
多

く
集
ま
り
、新
入
生
に
明
る
い
声

で
入
部
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し

て
、賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
平
成
29
年
３
月

卒
業
・
修
了
見
込
み
の
学
生
及
び

既
卒
者
を
対
象
に
し
た「
ジ
ョ
ブ
・

フ
ェ
ア
ー
（
企
業
合
同
説
明
会
）」

を
、
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
県
内
外
か
ら
計
79
企

業
・
団
体
が
参
加
。
１
企
業
に
つ

き
１
ブ
ー
ス
を
設
け
、企
業
側
着

座
形
式
と
し
、学
生
が
希
望
す
る

企
業
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、企
業
の

人
事
・
採
用
担
当
者
と
直
接
面
談

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は「
興
味

を
持
て
る
企
業
が
見
つ
か
っ
た
」

「
卸
・
小
売
業
、サ
ー
ビ
ス
業
の
企

業
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」等
の
感

想
や
要
望
が
あ
り
、積
極
的
に
情

報
収
集
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
は
、公
益
財
団
法
人

図
書
館
振
興
財
団
の
助
成
を
受

け
、附
属
図
書
館
所
有
の
13
点
の

絵
図
と
８
点
の
絵
巻
、国
際
資
源

学
研
究
科
附
属
鉱
業
博
物
館（
以

下
、
鉱
業
博
物
館
）所
有
の
２
点

の
絵
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、「
秋
田

大
学 

鉱
山
絵
図
・
絵
巻
デ
ジ
タ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
以
下
、
デ
ジ
タ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
）」と
し
て
公
開
し
ま

し
た
。

　

公
開
す
る
資
料
の
多
く
は
、秋

田
大
学
の
前
身
で
あ
る
旧
制
秋

田
鉱
業
専
門
学
校
か
ら
移
管
さ

れ
た
も
の
で
、秋
田
県
及
び
佐
渡

（
新
潟
県
）の
鉱
山
に
関
す
る
絵
図

と
絵
巻
で
す
。

　

同
サ
イ
ト
で
は
、原
資
料
を
高

精
細
画
像
で
表
示
で
き
る
ほ
か
、

鉱
山
の
解
説
、地
図
、年
表
な
ど

も
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、原
資

料
に
あ
る
文
字
の
翻
刻
画
像
を

重
ね
合
わ
せ
て
表
示
を
す
る
こ
と

や
、メ
タ
デ
ー
タ
、翻
刻
、解
説
文

の
テ
キ
ス
ト
を
検
索
し
、資
料
を

横
断
的
に
探
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

公
開
を
記
念
し
、
４
月
20
日
～

６
月
20
日
の
期
間
、平
成
28
年
度

秋
田
大
学
附
属
図
書
館
・
鉱
業
博

物
館
企
画
展「
デ
ジ
タ
ル
画
像
に

よ
る
鉱
山
再
発
見
～
原
本
と
高

精
細
画
像
で
秋
田
と
佐
渡
の
鉱

山
絵
図
・
絵
巻
の
美
し
さ
に
触
れ

て
み
る
～
」を
開
催
。
５
月
13
日

に
は
、国
際
資
源
学
研
究
科
附
属

鉱
業
博
物
館
の
今
井
忠
男
館
長

が
講
師
と
な
り
、「
絵
図
・
絵
巻
に

み
る
阿
仁
の
鉱
山
文
化
」と
題
し

た
講
演
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を

行
い
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
は
、連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
15
自
治
体（
秋
田
県

を
含
む
）の
う
ち
7
自
治
体（
北

秋
田
市
、男
鹿
市
、潟
上
市
、仙
北

市
、
美
郷
町
、
横
手
市
、
東
成
瀬

村
）の
協
力
の
も
と
、
５
月
21
日

に
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス
で「
秋
田
大

学
地
域
交
流
朝
市
」を
開
催
し
ま

し
た
。

　

春
の
開
催
は
平
成
27
年
に
続

い
て
２
回
目
、秋
の
開
催
も
含
め

る
と
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
朝
市
は
、地
方
創
生
に
関

心
を
持
つ
学
生
と
県
内
各
地
域

の
地
場
産
業
に
携
わ
る
方
や
自

治
体
職
員
が
協
力
し
て
特
産
品

の
販
売
や
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
も

の
で
、大
学
近
隣
に
お
住
ま
い
の

方
が
気
軽
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

る
機
会
と
す
る
こ
と
や
、各
地
域

の
多
様
性
へ
の
理
解
促
進
や
地
域

交
流
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
事
前
に
各
地
域
へ
足

を
運
ぶ
な
ど
し
て
特
産
品
の
製
造

方
法
や
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
学
ん

だ
学
生
15
名
が
ブ
ー
ス
に
立
ち
、

訪
れ
た
方
と
の
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
県
内
各
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
生
の
サ
ー
ク
ル

活
動
の
紹
介
と
し
て
、よ
さ
こ
い

サ
ー
ク
ル「
よ
さ
と
せ
歌
舞
輝
」に

よ
る
迫
力
あ
る
演
舞
の
披
露
が

あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
4
0
0
名
以
上
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、朝

８
時
か
ら
の
開
始
に
も
か
か
わ

ら
ず
販
売
前
か
ら
行
列
が
で
き
、

７
つ
の
う
ち
３
つ
の
自
治
体
で
は

10
時
30
分
の
販
売
終
了
予
定
時

刻
を
待
た
ず
に
全
て
の
商
品
が

売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。

　

こ
の
地
域
交
流
朝
市
は
秋
に

も
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

NEWS &TOPICS

ニュース& トピックス
2016.04. 〉〉〉2016.06.

M
A

RC
H

秋
田
大
学
地
域
交
流
朝
市

5

A
PR

IL

平
成
28
年
度
秋
田
大
学
入
学
式
を
挙
行4

ギャラリートークで解説する鉱業博物館の今井館長

公開を記念し、企画展「デジタル画像による鉱山再発見」を開催

秋田大学 鉱山絵図・絵巻
デジタルギャラリーのサイト

秋田大学よさこいサークル
「よさとせ歌舞輝」による演舞

過去最多の来場者数

企業担当者の説明を熱心に聞く学生たち

新入生に告辞する山本文雄学長

新入生代表による宣誓

サークル勧誘で賑わう会場外の様子

「
鉱
山
絵
図・絵
巻
デ
ジ
タ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

公
開

ジ
ョ
ブ・フ
ェ
ア
ー
（
企
業
合
同
説
明
会
）

販売前の長蛇の列

学生による笑顔での販売

8
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５
月
28
日
と
29
日
に
渡
り
、恒

例
行
事
の「
今
日
歩
大
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

51
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
は
、

秋
田
県
男
鹿
市
の
寒
風
山
を
夜

９
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
手
形
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
で
の
40
・
3
キ
ロ
の
道

の
り
を
夜
通
し
歩
く
と
い
う
も

の
で
、学
生
・
教
職
員
の
ほ
か
一
般

参
加
も
募
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
形
式
は
個
人
の
部
と
団
体

の
部（
４
人
１
グ
ル
ー
プ
）の
２
形

式
。ゴ
ー
ル
ま
で
全
力
で
走
り
抜

け
記
録
を
目
指
す
方
、サ
ー
ク
ル・

部
活
動
な
ど
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

ゆ
っ
く
り
と
会
話
を
楽
し
み
な
が

ら
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
歩
く
方

と
様
々
で
し
た
。

　

今
回
は
2
9
8
人（
個
人
の
部

1
7
1
人
、団
体
の
部
1
2
7
人
）

が
参
加
。
開
会
式
で
は
、大
会
顧

問
で
課
外
活
動
支
援
部
門
長
の

大
学
院
理
工
学
研
究
科
・
小
野
田

勝
教
授
が「
今
日
歩
大
会
が
皆
さ

ん
の
良
い
思
い
出
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」と
挨
拶
。ま
た
、

大
会
実
行
委
員
長
で
国
際
資
源

学
部
３
年
次
の
中
井
隆
之
さ
ん

が「
今
日
歩
大
会
が
参
加
者
同
士

の
交
流
を
深
め
る
場
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
合
図
と
と
も
に
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
、夜
道
を
懐
中
電

灯
な
ど
で
照
ら
し
な
が
ら
、そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
一

般
参
加
者
の
小
杉
欣
司
さ
ん
で
、

タ
イ
ム
は
２
時
間
39
分
14
秒
。参

加
者
の
多
く
は
朝
方
に
次
々
と

ゴ
ー
ル
し
、2
9
0
人
が
完
走・完

歩
し
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
の
手
形
キ
ャ
ン
パ
ス

内
で
秋
田
蕗
が
見
頃
を
迎
え
ま

し
た
。
秋
田
蕗
は
、茎
の
長
さ
1.5

メ
ー
ト
ル
余
り
、太
さ
５
セ
ン
チ
、

葉
幅
1.3
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
６

月
に
秋
田
市
仁
井
田
で
行
わ
れ

る
蕗
刈
り
は
市
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
ま
す
。蕗
は
日
光
を
求
め
て

丈
を
高
く
、葉
を
大
き
く
す
る
習

性
が
あ
り
ま
す
が
、日
陰
に
な
り

が
ち
な
理
工
学
部
７
号
館
の
周

辺
で
も
大
き
く
育
つ
蕗
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

秋
田
大
学
の
学
章
は
、秋
田
蕗

の
葉
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
24
年
９
月
16
日
に
開
学
記

念
と
し
て
、
懸
賞
募
集
の
結
果
、

臨
時
評
議
会
に
お
い
て
１
等
当

選
と
な
っ
た
図
案
で
あ
り
、
３
枚

の
秋
田
蕗
の
葉
に
、大
学
の
文
字

を
配
し
た
も
の
で
、当
時
の
鉱
山

学
部
教
官
中
村
譲
氏
の
考
案
に

よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
本
学

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
使
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、平
成
16
年

４
月
１
日
に
学
章
と
し
て
定
め
ら

れ
、同
時
に
校
旗
の
制
式
も
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
の
学
生
団
体「
熊

本
支
援
隊
」は
、
熊
本
地
震
被
災

地
支
援
募
金
活
動
で
学
生
・
教

職
員
か
ら
募
っ
た
義
援
金
総
額

5
6
5
0
7
円
を
日
本
赤
十
字

社
秋
田
支
部
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

学
生
11
名
で
構
成
す
る「
熊
本
支

援
隊
」は
、熊
本
地
震
被
災
地
の
た

め
に
今
自
分
た
ち
に
で
き
る
小
さ

な
支
援
を
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
結
成
さ
れ
、
５
月
上
旬
か
ら
計

４
回
の
募
金
活
動
を
大
学
構
内
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
の
義
援
金
贈
呈
式

に
は「
熊
本
支
援
隊
」の
学
生
３

名
が
出
席
し
、代
表
の
田
中
創
さ

ん（
国
際
資
源
学
部
３
年
次
）か

ら
、梅
井
一
彦
日
本
赤
十
字
秋
田

支
部
事
務
局
長
へ
義
援
金
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

梅
井
事
務
局
長
ら
と
の
懇
談
が

行
わ
れ
、田
中
さ
ん
が「
東
日
本

大
震
災
の
時
に
何
も
で
き
な
か
っ

た
悔
し
さ
か
ら
、少
し
で
も
何
か

を
し
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
を

し
て
き
た
。こ
れ
か
ら
も
支
援
活

動
を
続
け
て
行
き
た
い
」と
話
す

と
、梅
井
事
務
局
長
か
ら
義
援
金

贈
呈
の
感
謝
と
募
金
活
動
へ
の
ね

ぎ
ら
い
、そ
し
て
大
学
生
活
に
お

け
る
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

教
育
文
化
学
部
附
属
特
別
支

援
学
校
は
６
月
16
日
、手
形
キ
ャ

ン
パ
ス
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で「
わ
か
は
と
シ
ョ
ッ

プ
」を
開
店
し
ま
し
た
。

　
「
わ
か
は
と
シ
ョ
ッ
プ
」は
、
高

等
部
の
生
徒
に
よ
る
４ 

つ
の
作

業
班
が
協
力
し
て
オ
ー
プ
ン
し

た
も
の
で
、一
杯
一
杯
、生
徒
自
ら

ド
リ
ッ
プ
し
た
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供

す
る「H

A
T

O

カ
フ
ェ
」を
サ
ー

ビ
ス
班
が
、コ
ッ
プ
・
皿
な
ど
の
陶

器
や
ラ
ン
チ
バ
ッ
ク
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
コ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
作
業
製

品
の
紹
介
と
販
売（
ラ
ン
チ
バ
ッ

ク
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
コ
ー
ス
タ
ー

な
ど
は
受
注
販
売
）を
陶
芸
班
と

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
班
が
行
い
ま

し
た
。「H

A
T

O

カ
フ
ェ
」は
、
秋

田
市
山
王
の
コ
ー
ヒ
ー
専
門
店

「08CO
FFEE

」の
豆
を
使
用
し
、

秋
田
市
中
小
路
の
コ
ー
ヒ
ー
専
門

店「N
A

K
A

K
O

JI CO
FFEE

」

か
ら
事
前
に
ド
リ
ッ
プ
の
方
法

な
ど
を
指
導
し
て
も
ら
い
、生
徒

た
ち
が
自
ら
の
手
で
こ
だ
わ
り
の

味
を
再
現
し
た
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供

し
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル

班
は
、空
き
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・
空
き

缶
の
回
収
の
呼
び
か
け
と
シ
ョ
ッ

プ
の
宣
伝
活
動
と
し
て
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
を
担
当
し
、

さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
協
力
者

に「
わ
か
は
と
シ
ョ
ッ
プ
」で
使
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
券
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

開
店
準
備
や
運
営
を
通
し
て

生
徒
た
ち
の「
働
く
喜
び
、
働
く

意
欲
」を
高
め
、
卒
業
後
の
自
立

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
お
り
、当
日
は
オ
ー
プ
ン
と

同
時
に
、学
生・教
職
員
等
が
コ
ー

ヒ
ー
や
製
品
な
ど
を
求
め
て
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
に
接

客・調
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、開
店
前
の
６
月
13
日
に

は「
わ
か
は
と
シ
ョ
ッ
プ
」の
告

知
の
た
め
、地
元
ラ
ジ
オ
局
の
番

組
に
生
徒
た
ち
が
出
演
。生
放
送

の
番
組
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、本

番
前
、生
徒
た
ち
は
緊
張
し
て
い

る
様
子
で
し
た
が
、本
番
に
な
る

と
元
気
よ
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

の
質
問
な
ど
に
答
え
、「
わ
か
は

と
シ
ョ
ッ
プ
」の
告
知
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
わ
か
は
と
シ
ョ
ッ
プ
」は
年
間

５
回
開
店
す
る
予
定
で
す
。

ニュース&トピックス

学
生
団
体「
熊
本
支
援
隊
」が
被
災
地
支
援
金
を

日
本
赤
十
字
社
秋
田
支
部
へ
寄
附

学
章
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
秋
田
蕗
が

見
頃
を
迎
え
る

JU
N

E

教
育
文
化
学
部
附
属
特
別
支
援
学
校
高
等
部

の
生
徒
に
よ
る「
わ
か
は
と
シ
ョッ
プ
」6

自分たちのペースで歩く参加者

「わかはとショップ」を開店した生徒たち

目録を手渡す「熊本支援隊」代表の田中創さん

梅井事務局長と熊本支援隊の学生

コーヒーをドリップする生徒たち 接客する生徒多くの人でにぎわう店内

40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
く

秋
田
大
学
恒
例
行
事「
今
日
歩
大
会
」

最後にゴールした参加者。　
ゴールした頃には、すでに朝を迎えていた。

秋田蕗がモデルとなった秋田大学の学章

手形キャンパスの理工学部7号館周辺にある秋田蕗

秋田蕗の葉

9
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僕らの課外活動

春秋インカレの常連、
これまでに計30回以上出場
　柔道部は、全日本学生柔道優勝大会（以下、春インカレ）と全日本学生柔
道体重別団体優勝大会（以下、秋インカレ）に毎年出場しており、これまで春
秋インカレに出場した回数は30回以上になります。
　平成28 年５月22日に宮城県武道館で開かれた平成28 年度東北大会学
生柔道優勝大会（以下、東北予選）で、男子団体が準優勝、女子３人制が優
勝し、平成28年度の春インカレへの出場を決めました。男子団体は、平成11
年以降10度以上、春インカレに出場しており、平成23年以来となる初戦突破
を、女子３人制は、東北予選で１チームのみの出場でしたが、平成26年には
部員２人で臨んだ春インカレでベスト８入りしており、２年連続ベスト８入り
を目指し、大会へ臨みました。

春インカレ、男子は準優勝校に善戦、
女子３人制は２年連続ベスト８入りを達成
　平成28年６月25、26日に東京・日本武道館で開かれた春インカレでは、男
子団体は１回戦敗退、女子３人制は２年連続ベスト８入りを決めました。男子

１回戦の相手は強豪・日本大学。無差別
級で争われるため、体格、体重的に上回
る相手と対戦し０－６で敗れはしたもの
の、近藤大地主将（教育文化学部４年次、
秋田・能代高校出身）が引き分けるなど今
大会の準優勝校を相手にぶつかりました。

目指すは全日本インカレ
アベック出場
　第51回東北学生ハンドボール春季リーグ
戦大会（以下、東北春リーグ）が平成28年５
月13～ 22日、秋田県湯沢市総合体育館など
で開かれ、男子１部の秋田大学は５試合を戦
い、４勝１敗。得失点差で東北福祉大学、富士大学に次ぐ３位となり、平成28
年度東日本学生ハンドボール選手権大会（以下、東日本、期間：平成28年８月８
～11日、会場：岩手県花巻市）の出場権を獲得しました。
　東日本には関東・東北・北海道・北信越の４地区学生連盟から16大学が出場
し、４組に分かれ行われます。各組の1位大学には平成28年度全日本学生ハ
ンドボール選手権大会（以下、全日本インカレ）の出場権が与えられます。男子
は平成26年度の全日本インカレに出場しており、１年ぶりの出場を目指します。
　女子は東北春リーグで２勝３敗の４位となり、東日本の出場権を獲得するこ
とはできませんでしたが、東北秋リーグで上位に入れば全日本インカレへ出場
できる可能性があります。佐藤靖監督は「男子は東日本で組の１位となって全
日本インカレの出場権を獲得したい。女子も全日本インカレ出場の可能性があ
るため、東北秋リーグをしっかり勝っていきたい」と話しました。

佐藤靖監督（教育文化学部教授）
　ハンドボール部は男女ともに部員数は決して多い方ではあり
ませんが、少ない数で効果的な練習ができるよう時期や対戦相手
などに合わせてメニューを組んで行っています。部員には人間的
にも立派になってほしいと考えていますので、部活動だけでな
く、学業面、生活面においてもしっかり取り組み、文武両道を目
指すよう常々話をしています。ハンドボール部は全日本インカレ

に男子7回、女子8回出場した実績があり、男子においてはベスト16入りしたこともあ
ります。現在の目標は、全日本インカレでベスト８入りを目指し、部員たちと取り組ん
でいるところです。全国大会出場の機会を求める受験生は共に汗を流しましょう。

男子主将　梶原  優旗さん
（教育文化学部4年次  秋田・湯沢高校出身）

女子主将　柴田  奈津美さん
（教育文化学部4年次  宮城・仙台二華高校出身）

Q.チームの特徴は Q.チームの特徴は
　私立の強豪大学と比べると体格では
劣りますが、その分、持ち前のスピード
を生かし、ディフェンスからの速攻で試
合の流れを作っていきます。

　女子は部員数が少ないですが、一人ひ
とりの存在感が大きく、１～４年まで
自由に意見などを言い合える雰囲気が
あります。

Q.チームワークの秘訣は Q.試合で心掛けていることは
　部員一人ひとりが試合で力を発揮で
きるように、仲間同士ではありますが、
ライバル意識を持って日頃の練習に打
ち込んでいます。

　練習の成果を試す場が試合。失敗を
恐れず、楽しんで試合に臨むようにして
います。

Q.受験生に向けてメッセージ Q.受験生に向けてメッセージ
　全国を舞台に立ち、私立の強豪校と互
角に渡り合える実力を備えています。ま
た、佐藤監督のご指導の下、技術を磨くだ
けでなく、生活面などの人間性も高める
ことができます。ぜひ一緒にハンドボー
ル部で全日本インカレを目指しましょう。

　女子にはハンドボールの魅力に惹か
れ大学から始めた部員もいます。純粋に
ハンドボールを楽しみつつ、チーム一丸
となって取り組んでいきましょう。

男子ハンドボール部の皆さん 女子ハンドボール部の皆さん

女子３人制は２回戦からの登場で帝京平成大学と対戦し、代表
決定戦の末２－１で勝利。続く準々決勝では別府大学と対戦し、
１－１で勝敗が並びましたが、内容判定の末、惜しくも敗退しまし
た。今年も部員が２人のため、最初から１敗分のハンディを背負っ
ての試合となりましたが、先鋒を務め、今大会２勝をあげた阿部
菜那さん（教育文化学部４年次、秋田・本荘高校出身）は「今大会
の成績は、目の前の試合を全力でやることだけを考え臨んだ結
果。もう一歩のところでベスト４入りできただけに悔しいが、自分
たちの力を出し切ることができた」と話しました。
　三戸範之監督（教育文化学部教授）は「男子は強豪校を相手
にし、収穫の多い試合となった。女子３人制は悔しい敗戦となっ
たが、全国で実力を示すことができた」と評価しました。

学長を表敬訪問、秋インカレでの飛躍を誓う
　６月29日には、山本文雄学長を表敬訪問し、春インカレの結果
を報告しました。近藤主将は「春インカレでの経験を生かし、10月
の秋インカレへ出場できるように、東北予選をしっかりと勝ち進み
たい」と今後の抱負を述べました。また、「ＯＢ・ＯＧ、大学の皆さん
をはじめ多くの人たちにお世話になっている。全国の舞台で活躍
できるように練習に励みたい」と話し、全国での飛躍を誓いました。

秋田大学柔道部

主将、監督に
お話を伺いました！

柔道部の皆さんと三戸監督（2列目の右）

体格、体重的に上回る相手と対戦
（右側が秋田大）

抑え込みで勝利する阿部菜那さん
（右側）

男子・女子ハンドボール部

毎年のように全国大会に出場している「柔道部」と「ハンドボール部」。
部員数は決して多くありませんが、私立大学の強豪校と互角に渡り
合える戦力を持ち、平成28年度も活躍が期待されている体育系団体
です。これまでの活動を中心にご紹介します。

◯所属人数：男子９名、女子２名

◯練習日時：月～金曜日

　　　　　  7:30～・16:00～

　　　　　 土曜日8:30～

◯練習場所：大体育館柔道場

春インカレの開会式

◯所属人数：男子23名、女子10名

◯練習日時：
	 【男子】	火～木曜日	16:00	～ 18:30

		  土・日曜日	 8:00	～ 10:30

	 【女子】	火・水曜日	16:00	～ 18:30　

		  木曜日	 18:30	～ 21:00

		  土・日曜日	 9:00	～ 11:30

◯練習場所：大体育館、グラウンド
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Aprire No.52 | 2016.07. 秋田大学ホームカミングデー開催／秋田大学の役職員の報酬・給与等について

卒業生の皆様へ、大学から感謝の気持ちを
「秋田大学ホームカミングデー」開催

　第２回秋田大学ホームカミングデーを平成28年10月15日（土）に
開催します。ホームカミングデーは、卒業生の皆様に大学へ足を運
んでいただき、各種イベント・企画を通じて、秋田大学の今をご覧い
ただけます。
　今回は、手形・本道キャンパスを巡るキャンパスツアーや全体会・
記念講演会、交流会などを企画。第50回秋田大学祭との同時開
催となるため、在学生と交流を深めることもできます。
　卒業生の皆様におかれましては、ご家族、ご友人をお誘いのう
え、ぜひこの機会に、秋田大学へお越しください。

第２回秋田大学ホームカミングデー
【開 催 日】 平成28年10月15日（土）
【場　　所】 秋田大学手形キャンパス
【内　　容】 キャンパスツアー、全体会・記念講演会、交流会
※詳細については、秋田大学公式ホームページなどでお知らせします。
------------------------------------------------------------------------------------
【お問い合わせ先】
秋田大学広報課
〒018-8502　秋田市手形学園町1番1号

T E L.018-889-2854　FAX.018-889-3242

写真は、第１回秋田大学ホームカミングデーの様子
（平成27年10月17日開催）

Ⅰ 役員報酬等について
1 役員報酬についての基本方針に関する事項
2 役員の報酬等の支給状況
3 役員の報酬水準の妥当性について
4 役員の退職手当の支給状況
5 退職手当の水準の妥当性について
6 業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅱ 職員給与について
1 職員給与についての基本方針に関する事項

2 職員給与の支給状況

Ⅲ 総人件費について

Ⅳ 法人が必要と認める事項

公表内容

主な概要

1. 役員報酬及び職員給与の年間総額　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円） 2. 人件費総額　　　　　　　　 （単位：千円）

役　員 報酬等総額 職　員 年間平均給与 平成27年度 15,782,582
学　長 16,812 事務・技術職 5,019 平成26年度 15,652,089
Ａ理事 13,691 大学教員 7,945 比較増△減 +130,493

（+ 0.8%）Ｂ理事 12,720 病院看護師 5,115
Ｃ理事 13,450
Ｄ理事 7,058
E理事 5,117
監　事  10,595

キャンパスツアー（施設紹介）

キャンパスツアー（教員からの説明を受け、実際にシミュレーターを体験）

全体会

交流会

平成27年度に係る本学役員の報酬及び職員の給与水準の資料を
秋田大学公式ホームページに公表しています。

http://www.akita-u.ac.jp/honbu/publicinfo/pu_legal.html

国立大学法人秋田大学の役職員の報酬・給与等について

　秋田大学では、外部有識者等と山本文雄学
長との特別対談企画を行っています。その模様
は大学公式ホームページに掲載しています。

秋田大学　特別対談 検 索

～特別対談企画～
「秋田大学に期待すること」
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　秋田大学は、多くの皆様からご協力いただいた「秋田大学教
育研究支援基金」を引き継ぎ、平成26年11月に「秋田大学みらい
創造基金」を創設いたしました。
　この基金は、全学的な事業を支援する「一般基金」と、使途を
特定した「特定基金」で構成され、現在、企業・団体や個人の皆
様など多くの方々にご支援をいただいております。この基金は、
教育・研究による社会への貢献という本学の使命を果たすため
の大きな支えとなっており、今後一層の拡充を図りながら、有
効に活用させていただきます。

〈ご寄附のお願い〉 ●個人の方 ： 一口 1,000円
 ●法人の方 ： 一口 10,000円
　この基金の趣旨をご理解いただき、なにとぞ複数口のご協力をお願いいたします。
　また、継続的なご寄附もお待ちしております。寄附者様のご都合に合わせた寄附
方法・金額の設定が可能ですので、詳細は基金事務室へお問い合わせください。

〈ご寄附の方法〉
●振込によるご寄附　●クレジットカードによるご寄附
●古本募金によるご寄附　●遺贈によるご寄附
　寄附のお申し込み、詳細につきましては、秋田大学公式ホームページをご覧いた
だくか、基金事務室までお問い合わせください。

秋田大学みらい創造基金
ご協力をお願い申し上げます。

〈お申し込み・お問い合わせ先〉
秋田大学みらい創造基金事務室 
〒010-8502
秋田市手形学園町1番1号
☎018-889-3266 （総務企画課内）
k ik in@j imu.ak i ta -u.ac. jp

秋田大学みらい創造基金は秋田大学公式ホームページからお申し込みいただけます。
（http://www.akita-u.ac.jp/honbu/ed_fund/index.html）

一般基金

教育の質の向上及び研究の推進支援
横断的な教育・研究プロジェクトへの支援、次世
代の研究を担う研究者の学際的・国際的な活動
への支援、男女共同参画への支援等を行います。

卒業生・産業界等との連携支援
ホームカミングデー等同窓生が相互に連携できる
活動を支援します。秋田大学の教育研究環境を活
用し、多くの企業と共同で行う活動を支援します。

学生への奨学金等支援
学生、留学生への経済的支援、学生・団体への
課外活動支援、教育文化学部附属学校園の活
動支援を行います。

学部等への支援
学部・大学院等の教育研究の充実のため、機器、
学術図書・雑誌等の充実・整備を図ります。

教職員・学生等の国際化・文化・社会活動等支援
秋田大学が持つ人的・物的資源を活用し、国
際社会・地域社会で多様な形で行われる活
動を支援します。

施設・環境整備の充実
教育研究環境をより発展的なものとするため、
校舎や図書館、グランドなどの改修や整備を行
い、キャンパス環境を充実させます。

1

2

3

4

5

6

特定基金

病院寄附金

教育文化学部寄附金

理工学部寄附金

国際資源学部寄附金

医学部寄附金

附属学校園寄附金

イベント&講座・講習会
催し物
インフォメーションセンター企画展
「輝く秋大生～秋大生の栄光の記録～」
全国大会などで活躍した秋大生や学生団体の活動内
容や記録などをご紹介します。
●7月30日（土）～ 8月10日（水）10:30～17:00
　※土日祝日は休館。ただし、7月30日は除く。
●インフォメーションセンター
●対象／どなたでも
●入場無料
☎018-889-2931（インフォメーションセンター）

----------------------------------------------------------------

秋田大学教育文化学部附属学校園
オープンフェスタ2016
附属学校園の“ユニークな取組”を出前授業や参加型
ミニ授業、映像等で紹介します。
●8月 7日（日）10:00～12:00
●にぎわい交流館ＡＵ
　（秋田市中通一丁目4番1号）
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-886-2593（教育文化学部附属小学校）

----------------------------------------------------------------

秋田大学教育文化学部
天文台イベント
天文サイエンスカフェや大学教職員による天文講演
会、45cm反射望遠鏡を使った夜間天体観察会を実施
します。
●8月6日（土） 17:30～20:00
●9月3日（土） 17:00～19:30
●10月1日（土） 16:30～19:00
●教育文化学部3号館3階301地学実験室ほか
●対象／どなたでも
　　　　（夜間観察会は中学生以下は保護者同伴）
●参加費／夜間観察会は保険料1人50円
☎018-889-2655（教育文化学部地学研究室）

----------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------

第12回能代宇宙イベント
宇宙を目指す高校生・大学生による日本最大規模のア
マチュア宇宙イベントを開催します。
●8月18日（木）～8月25日（木）
　※8月21日（日）は一般公開日と設定し、一般の方に
　ロボットの操縦などを体験いただけます。
●能代宇宙広場（能代市浅内第三堆積場）、
　落合浜旧海水浴場
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-889-2806（大学院理工学研究科附属
　　　　　　　　 ものづくり創造工学センター）

----------------------------------------------------------------

第3回子どもものづくり教室
ものづくり体験型授業を開催します。第3回は能代宇宙
イベントの開催に合わせ、モデルロケットの製作・打上
げ体験会を実施します。
●8月21日（日）
●能代宇宙広場（能代市浅内第3堆積場）
●対象／高校生以下
●参加費／無料
☎018-884-2806（大学院理工学研究科附属
　　　　　　　　 ものづくり創造工学センター）

----------------------------------------------------------------

秋田大学教育文化学部附属
特別支援学校「わかはとショップ」
生徒自らドリップしたコーヒーを提供する「HATOカ
フェ」、コップ・皿などの陶器やランチバック・パッチワーク
コースターなどの作業製品の紹介と販売等を行います。
●9月29日（木） 11：30～12：30
　10月11日(火) 11：30～12：30
●インフォメーションセンター　
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-862-8583
（秋田大学教育文化学部附属特別支援学校）

----------------------------------------------------------------

第50回秋田大学祭
模擬店出店、ステージでの催し、サークル・部活動による
展示などを企画。50回を記念し、特別企画も行います。
●10月15日（土）・16日（日）10:00～17:00
●手形キャンパス
●対象／どなたでも
●参加費／無料
☎018-889-2263（学生支援課）

----------------------------------------------------------------

第1回秋田大学みらい創造基金
「感謝の集い」
基金へ一定額以上のご寄附を頂いた方をお招きし、
「感謝の集い」を開催します。
●10月15日（土）　
　※秋田大学ホームカミングデーと合同開催
●手形キャンパス　
●対象／対象者の方へ後日ご案内状を送付いたします。
●参加費／無料
☎018-889-3266
（総務企画課内 秋田大学みらい創造基金事務室）

数理科学の世界
数学、物理学などの数理科学が社会でどのように役立っ
ているか、予備知識なしで理解できるよう解説します。
●8月 25日(木) 18：15～19：45　
●9月  7日(水) 18：15～19：45
●9月 13日(火) 18：15～19：45
●9月 16日(金) 18：15～19：45
●9月 23日(金) 18：15～19：45
●9月 30日(金) 18：15～19：45
●カレッジプラザ（秋田市中通2丁目1-51）
●対象／どなたでも
　（要事前申込み　8月10日（水）締切）
●参加費／3,000円（全6回、事前振込）
☎018-889-2270（地方創生・研究推進課）

----------------------------------------------------------------

Event,Seminar,Workshops & Extension course
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〈寄附者ご芳名〉 この基金の趣旨にご賛同、ご協力いただきました皆様へ、心より感謝申し上げます。今後とも秋田大学の教育・研究活動等に対し、格段のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
企業・団体等

●秋田大学生活協同組合　様 ●秋田大学有志一同　様 ●一般財団法人丁酉会　様 ●北光会　大学支部　様

個　人

●池田　進　様
●石川　順基　様
●石坂　英樹　様
●伊藤　慶郎　様
●猪股　祥子　様

●今野　和彦　様
●内海　淳　様
●江下　直明　様
●小川　信明　様
●小畑　勇貴　様

●川邉　瑠璃子　様
●川渕　キヨ子　様
●北野　雅之　様
●齋藤　千鶴子　様
●齊藤　準　様

●佐々木　玲奈　様
●嶋岡　智子　様
●島田　孝蔵　様
●白方　冬美　様
●菅原　章　様

●菅原　重喜　様
●鈴木　穆　様
●鈴木　一平　様
●鈴木　裕之　様
●須藤　浩子　様

●高橋　友樹　様
●竹崎　斉　様
●但馬　健一　様
●田山　達生　様
●沼澤　強　様

●萩原　直美　様
●萩原　良明　様
●榛澤　文久　様
●藤原　勉　様
●保坂　力丸　様

●細谷　浩幸　様
●松田　悠佳　様
●宮澤　裕　様
●山川　洋光　様
●盧　力佳　様

他　匿名希望　83名様（延べ数） （平成28年4～5月末入金分　五十音順）

秋田大学　みらい 検 索

公開講座


